
 

老
犬
介
護
の
現
状 

ペ
ッ
ト
も
歳
を
と
り
、
大
な
り

小
な
り
の
介
護
や
手
助
け
が
必
要

に
な
っ
て
き
ま
す
。
1990
年
頃
は
犬

の
寿
命
は
8
～
9

年
と
い
わ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
犬
種
に
も
よ
り

ま
す
が
最
近
で
は
、
12
～
15
年
に

伸
び
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
と
も
な

い
、
ペ
ッ
ト
用
の
薬
や
医
療
技
術

も
新
し
く
な
り
、
老
犬
の
数
は

益
々
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

老
犬
と
は
、
大
型
犬
は
8
～
9

歳
、
小
型
犬
や
中
型
犬
は
11
～
12

歳
く
ら
い
の
犬
の
こ
と
を
い
い
ま

す
。
人
間
な
ら
65
歳
程
度
で
、
こ

の
頃
に
な
る
と
、
小
さ
な
段
差
に

つ
ま
ず
い
た
り
、
寝
て
い
る
時
間

が
多
く
な
っ
た
り
、
夜
鳴
き
、
ト

イ
レ
の
失
敗
な
ど
の
症
状
が
で
て

き
ま
す
。
特
に
夜
鳴
き
と
ト
イ
レ

に
頭
を
悩
ま
せ
る
飼
い
主
が
多
い

で
す
が
、
こ
れ
は
認
知
症
の

一
種

と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

老
犬
の
認
知
症 

脳
細
胞
の
死
滅
に
よ
っ
て
発
症

し
た
認
知
症
は
基
本
的
に
治
療
法

が
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
脳
へ

の
刺
激
に
よ
り
、
進
行
を
遅
ら
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
散
歩
コ
ー
ス
を
変
え
る
、
知

育
お
も
ち
ゃ
で
遊
ぶ
な
ど
、
新
し

い
体
験
を
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
寝

て
い
る
時
間
の
長
い
場
合
で
も
、

ま
だ
立
て
る
よ
う
な
ら
、
ぜ
ひ
、

散
歩
な
ど
で
ス
ト
レ
ス
発
散
さ
せ

て
下
さ
い
。
足
腰
の
弱
い
犬
は
、

介
護
用
ハ
ー
ネ
ス
を
使
う
と
楽
に

歩
け
ま
す
。
飼
い
主
の
頭
を
悩
ま

せ
る
症
状
と
し
て
、
夜
鳴
き
が
あ

り
ま
す
が
、
出
来
る
だ
け
軽
く
し

た
い
も
の
で
す
。
対
策
は
、
夜
グ

ッ
ス
リ
眠
る
よ
う
、
昼
間
に
思
い

切
り
体
を
動
か
す
、
飼
い
主
の
見

え
る
場
所
に
寝
か
せ
る
、
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
認
知
症
だ
け
の
せ
い

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ト
イ
レ
の

失
敗
も
ひ
と
つ
の
症
状
で
す
。
人

間
と
同
じ
で
、
老
い
る
と
筋
力
が

落
ち
、
漏
ら
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

笑
顔
で
送
り
出
そ
う 

動
物
と
は
い
え
、
家
族
同
然
に

暮
ら
し
て
き
た
の
で
す
か
ら
、
年

老
い
て
も
大
切
な
仲
間
で
す
。
だ

か
ら
と
い

っ
て
頑
張
り
過
ぎ
る

と
、
飼
い
主
の
方
が
ま
い
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
人
間
の
介
護
と
同
じ

で
、
悲
し
い
結
果
に
な
ら
な
い
た

め
に
も
、
家
族
で
仕
事
を
分
担
し
、

老
犬
ホ
ー
ム
や
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、

訪
問
介
護
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。
介
護
す

る
ほ
ど
長
い
間

一
緒
に
い
ら
れ
た

の
だ
と
送
り
出
せ
る
よ
う
に
・
・
・ 

 



 

生
活
習
慣
病
の
ひ

と
つ
と
さ
れ
る
高
脂

血
症
で
す
が
、
加
齢

に
伴
い
起
こ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
高
脂

血
症
は
自
覚
症
状
が

な
く
、
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
の
高
値
が
長
期

間
続
く
と

「黄
色
腫
」
と
呼
ば
れ

る
、
眼
の
周
囲
や
肘
や
膝
の
関
節

が
黄
色
く
腫
れ
る
症
状
が
あ
ら
わ

れ
ま
す
。 

●
高
脂
血
症
と
は 

高
脂
血
症
と
は
血
中
の
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
や
中
性
脂
肪
が
蓄
積
さ

れ
た
状
態
を
言
い
ま
す
。
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
に
は 

L
D

L

（
悪
玉
）

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
と

H
D
L

（善

玉
）
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
あ
り
ま

す
。
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
が

高
い
と
血
管
に
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

が
溜
ま
っ
た
状
態
に
な
り
動
脈
硬

化
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
善
玉
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
動
脈
硬
化
を
抑

え
る
作
用
が
あ
り
血
管
壁
を
き
れ

い
に
し
て
く
れ
ま
す
。 

●
高
脂
血
症
と
言
わ
れ
た
ら 

高
脂
血
症
と
診
断
さ
れ
た
ら
食

事
療
法
か
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

脂
肪
分
の
少
な
い
食
事
を
心
が

け
、
1

日
に
摂
取
す
る
食
事
の
量

や
ア
ル
コ
ー
ル
の
量
も
抑
え
る
よ

う
に
し
ま
す
。
卵
黄
に
は
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る

の
で
卵
の
摂
取
に
は
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。
魚
類
で
は
あ
ん
こ
う(

き

も)

や
鰻
は
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が

多
く
含
ま
れ
ま
す
。
か
つ
お
や
い

わ
し
、
さ
ん
ま
な
ど
青
魚
な
ど
選

ん
で
食
べ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
海
藻
類
や
キ
ノ
コ
類
な

ど
食
物
繊
維
に
は
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
を
下
げ
る
作
用
も
あ
る
の
で
積

極
的
に
摂
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。 

●
高
脂
血
症
の
予
防
法 

高
脂
血
症
は
動
脈
硬
化
症
の
原

因
に
も
な
り
ま
す
か
ら
食
事
や
運

動
療
法
に
よ
り
予
防
す
る
よ
う
に

し
ま
す
。
ま
た
高
脂
血
症
も
進
行

し
な
け
れ
ば
自
覚
症
状
も
な
い
の

で
定
期
健
康
診
断
を
受
け
て
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
の
値
な
ど
把
握
す
る

こ
と
も
大
切
で
す
。
ア
ル
コ
ー
ル

や
動
物
性
脂
肪
は
避
け
、
先
に
述

べ
た
食
材
な
ど
を
摂
取
す
る
よ
う

心
が
け
ま
し
ょ
う
。
運
動
は
無
理

の
な
い
よ
う
、
毎
日
続
け
る
こ
と

が
大
切
で
す
。 

 

火事の原因の第一位は放火です。放火を防ぐには、まず、自

宅の周りの片付けです。箱を積み重ねたり、物を置いたりして

道路から死角になるような空間はありませんか？死角を無くす

ことで、放火犯に隙を与えないことが放火防止の第一歩になり

ます。犯行時間は深夜から早朝です、家の周りでここは危ない

と思うところに街燈や防犯カメラを付けるのも有効です。 

マンションでは、共用場所が盲点になります。マンションで

の放火防止はマンションの住民の協力が必要になります。出来

る限り自治会の活動に参加しましょう。住民の活気が感じられ

るマンションはそれだけで放火魔からすれば最大の脅威であ

り、放火魔に対する抑止力になります。 
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【４人分】 

ひじきは、鉄分やカル

シウムの含有量が多く、

女性の貧血予防や小さな

子供の栄養強化におすす

めの食材です。煮物など

の副菜では食べてくれな

い、というお子さんでも

炊き込みご飯にするとパ

クパク食べてくれること

間違いなし。 

大豆入りの缶詰めを使

用して作るので、大豆の

栄養も同時に摂取するこ

とができるおすすめのレ

シピです。 

①米をとぎ、炊飯器に２合分の米、

水を入れておく。 

②人参は皮をむき、食べやすい大き

さに薄く切る。 

③熱したフライパンにごま油をひ

き、中火で人参から炒める。 

④人参が少し柔らかくなってきた

ら、ひき肉を加えて炒める。(ひき

肉がくっついて固まってしまわないように菜箸で混ぜながら炒

める)⑤人参とひき肉にしっかりと火が通ったら、ひじきと大豆

の缶詰を加えて混ぜる。 

⑥弱火にして、だしの素 1 包、みりん、砂糖を大さじ 1、醤油

大さじ 2 を加え、味を調える。 

⑦火を止めて、米をといで 2 合分の水を入れておいた炊飯器の

中に具材を加える。⑧炊飯器にセットし、炊飯スイッチを押す。 

【ポイントメモ】ご飯が炊きあがったら、一度全体的によく混

ぜることで味が整います。仕上げにごま油を加えて混ぜると、

風味が格段と良くなります。 

冬は皮膚が乾燥しがちです。手軽に使える乾燥アイテムで、

皮膚の乾燥を防ぎましょう。ワセリンは皮膚にオイルの膜をは

ることで皮膚から水分が蒸発してしまうのを防いでくれるク

リームです。体内の水分を保つことで肌に潤いを与えてくれる

効果があります。体内に作用するわけではないので、赤ちゃん

でも安心して使用できるクリームでもあります。 

使用法としては、外出前に顔や首、手など皮膚が外気にさら

される部分に付けます。外出中の冷たい外気や暖房で乾燥した

空気などから皮膚を守ることができます。ワセリンを塗る前

に、化粧水などでうるおいをプラスしておくのも効果的です。 

・ひじきと大豆の缶詰……1缶 

・人参………………………半分 

・鶏ひき肉…………………100g 

・だしの素…………………1包 

・みりん………………大さじ1 

・砂糖…………………大さじ1 

・醤油…………………大さじ2 

・ごま油…………………適宜 

・米………………………2合 

・炊飯用の水……………適宜 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

用途別で考えると、カーテンは遮光・遮音・遮熱・調視用に

分類されます。遮光マークが表示できる遮光カーテンは遮光率

99.4%以上で、１級～３級に分かれます。最も遮光率が高いの

は１級で、暗くて人の顔が分からないレベルです。遮音カーテ

ンは生地が３層構造で、遮音効果のあるフィルタが中に挟まれ

ています。普通のカーテンよりも数倍重いので、頑丈なカーテ

ンレールが必要となります。遮熱カーテンとは、生地の裏側に

金属で膜を作り、外気熱を反射させるもの。西日が強い場所な

どに設置します。調視用のカーテンは、外からの視線を遮りな

がら必要な採光を確保するためのもので、レースカーテンなど

です。プライバシーが気になる現代では欠かせないものですね。

的な面もありますが、カーテンは生活スタイルに合わせた機能

●発 行：株式会社なごみ建築工房 
●担 当：小林 哲也 
●住 所：〒631-0846 

奈良市平松５丁目１３番１号 
●ﾌﾘｰｺｰﾙ：0800-111-0753 
●ＴＥＬ：0742-31-6780 
●ＦＡＸ：0742-31-1269 
●ＵＲＬ：http:// www.nagomikenchikukoubou.jp 
●e-mail：info@nagomikenchikukoubou.jp 

 

日頃はなごみ建築工房をご愛顧いただきまして誠に 

ありがとうございます。 

今年の寒かった冬も終わりをつげ、3 月に入り一気に暖か

くなってきましたね。日中と夜の気温差が大きくなる 

この季節が、一番体調崩しやすいので、体調管理には十分

注意してくださいね。 

さて、私事ではありますが 2 月 9 日に 4 人目の赤ちゃんが

産まれました。待望の女の子です！ 

今まで男の子しか育てた事が無い為、少々戸惑う事があり

ますが、子供達も僕もメロメロです笑 

将来ワガママな女の子になりそうです笑 

しっかりと子育てする為に、まずは健康第一で元気よく 

頑張ります！ 


